
局部磨製石斧

特定非営利活動法人　としま遺跡調査会

2010 年　４月 20日　第 10号

－　１　－

第１文化層礫群検出状況
（右側は神田川への斜面）



発掘調査は炎天下のなか行われました

地形変化と文化層の位置

縄文時代以後

旧石器時代

－　２　－

「考古学でアプローチ！　豊島区を探る」受講生募集中勤労福祉会館主催

申込・お問合せ：　勤労福祉会館　〒 171-0021　豊島区西池袋 2-37-4　℡：03-3980-3131
　　　　　　　　　　　「考古学でアプローチ！　豊島区を探る」　全 10回　定員 12名　費用 10,000 円（別途実費あり）

　　　　　　　　　　　期間：2010 年 5月 8日～ 2011 年 3月 12日　毎月第 2土曜日　14～ 16時（8月除く）

↓



本郷通りのしたから現れた「日光御成道」。

調査は真冬の夜間に行われました。

”かまど”のある住まい（つたのは通信第5号2009年）

でご紹介した、住居跡の発掘調査。

－　３　－

発掘調査の成果が報告書となりました

数多くの図書をご寄贈いただきました



【編集後記】

　新コーナー、「教えて！イセキ先生！！」

はいかがだったでしょうか。伊関マモル

先生は、みなさんの素朴な疑問をお待ち

しています。　　　　　　　 [ 担当：お ]

　
「つたのは通信」の由来 ： 蔦は大きな樹ではありませんが、生命力が非常に強い植物です。この蔦の葉が周囲の樹木や　

　建物につたい茂るように、多くの人に遺跡の楽しさ、大切さを知ってもらいたいとの願いを込めて会報の名としました。

　また、染井遺跡を代表する大名屋敷である津藩藤堂家の家紋としても、馴染み深い植物です。

〒 170 - 0002　東京都豊島区巣鴨３- ８- ９　巣鴨複合施設 201 号室

　　    Tel・Fax　03-3915-6962　　　　E-mail　tics389 ＠ a.toshima.ne.jp

　　　 ホームページアドレス：http://www.toshima-iseki.org/

－　４　－

編集・発行

教えて！　イセキ先生！！

ソボクな疑問、お答えします

桜の花は散り際こそ美しい…、な

んて言っているヒマはありませ

ん。花びらは地面に落ちると取れ

にくいんです。モ調査員、やめて

ください！！ ( 笑 )

題字：湯澤和子　　　　　ロゴデザイン：石原幸

イラスト：千葉弘美・菅沼晶子　　　マンガ：モ

登場人物

伊関マモル先生
としま文化大学講師。考古学の専門家だが、講師とし

ては新米。得意分野は弥生・江戸時代。

染井ヨシノちゃん
としま文化大学 1 年生になったばかりの女の子。

生活文化史専攻のため、「考古学者」＝「インディ・

ジョーンズ」だと思っている。

イセキ先生～！　さっきの授業で言っていた江戸時代

の遺跡から、小判って出るんですか？

～　遺跡から小判は出る？　出ない？！　～

うーん、残念ながら出土することは、ほとんどない

なぁ。なんで遺跡から小判が出ると思ったのかな、ヨ

シノちゃん？

え？　だって、江戸時代なら甕から小判がザクザクと

出るものじゃないんですか？　たまに新聞とかに載っ

たりもするし・・・。

それは珍しいからだよ。よく考えてごらん、ヨシノちゃ

んが江戸時代の人だったら、そんな大金を埋めたまま

忘れたりするかな？　

わかった !　埋めても、全部使っちゃうから遺跡から

は出てこないんだ！　「江戸ッ子は、宵越しの銭は持

たねェ！」ってことですね！

い、いや、蔵とかもあるし、そもそも埋めたりしない

と言ってもらいたいなぁ・・・。

（登場人物・機関はフィクションで実在しません）


